
　（別紙４（２）） 事業所名  グループホーム樹の実

目標達成計画 作成日：　平成　３０年　９月　２８日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 13

昨今の自然災害を鑑みて、あらゆる災害に対
する具体的計画作成と、それに基づいた訓練
の繰り返しや、避難経路・方法の周知徹底が必
要である。地域住民への協力の呼びかけや、
消防署の指導による訓練実施を期待する。

夜間帯や消防署の指導を含めた消防訓練
を年３回実施し、非常災害への具体的な避
難計画を作成して訓練を繰り返し継続して
いく。また災害時には地域の方が可能であ
る範囲での協力を運営推進会議などを通じ
て深めていく。

年３回以上、消防署の指導や夜間を含めた避
難訓練を実施する。また災害時におけるマニュ
アルを定期的に見直し、非常時に機能できるよ
うに職員全体で考えて取り組んでいく。地域と
どのような協働ができるか、地域の防災訓練や
運営推進会議などを通じて更に深めていく。

24ヶ月

2 ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む
具体的な計画を記入します。


